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私は、地方職員共済組合から障害厚生年金を受け取っています。 

私は、今から４年前の平成 29年まで、青森県の職員でした。在職中にうつ病を発症し、

県立精神科病院を受診、外来通院や 4回の入院治療を受けましたが、復職には届かず、休

職期間満了のため、退職しました。私は、主に商工行政に携わりましたが、自分の仕事に

誇りを持っていたので、悲しくてたまりませんでした。 

退職と同時に、私の主治医は障害年金の診断書を書いてくださいました。私は、診断書、

受診状況等証明書を入手し、病歴・就労状況等申立書を何度も書き直して作成のうえ、書

類を揃えて共済組合に提出しました。 

審査を受けている中で、初診日の証明が課題となりました。私が受診していた精神科ク

リニックが閉院していたため、カルテがなかったのです。ハローワークの社会保険労務士

と私の父親が、当時の県の上司４人に、第三者証明を依頼、その証明書と私が診察を受け

ていたことを記録したノートを共済組合に提出しました。 

請求から約半年後、共済組合から認定書が無事届きました。等級は３級でした。私は、

本当に安堵しました。年金証書は、自宅の机の引き出しに、大切に保管しています。 

私にとって、偶数月の 15日は、特別な日です。私は、年金支給日は必ず空を見上げま

す。私は、青森市に住んでいますが、東京の方を見ます。年金が通帳に振り込まれている

のを確認すると、本当にありがたくて、自然に涙がこみ上げてきます。今の私は、病気の

ため思うように仕事をすることができません。普段、生活をしていると、働くことができ

ない自分は、何のために生きているのだろうと思い悩むことがあります。でも、私には年

金があります。年金は、私の生活を守ってくれるのと同時に、自分を大切にして目標を持

って生きていかなければと、私を勇気づけてくれる、本当にかけがえのない大切な存在な

のです。 

私は、障害年金を受け取りながら、短時間だけ仕事をして、国民年金保険料を納付して

います。私は障害等級が３級であるため、基礎年金は受け取っていません。私は、青森年

金事務所に何度か年金相談に行き、老後の生活に備えるため、国民年金保険料免除制度を
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利用しながら、自分のペースで国民年金保険料を追納しています。私は思うように働けま

せんが、第１号被保険者として保険料を国に納めることで、社会の一員として、日本の年

金制度を支えていくことが、今の自分にできることだと考えるようになりました。 

私が大学生の時、母親は私の国民年金保険料を納めてくれました。今まで私を大事に育

ててくれた両親を大切にして、両親が暮らしやすい環境を整えることも私の使命だと思い

ます。自分に生きる力を与えてくれる、また、自分が誇りに思っていた県職員だったとい

うことをいつまでも証明してくれる、本当にかけがえのない大切な年金を、自分の心の糧

として、これからの人生を新たな目標に向かって一生懸命生きていきたいです。 


